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運動有能感を高める小学校体青科の授業づ、くり
一 教師の言葉がけに着 目 し て 一
学習開発コ ース (1 1 220906) 近 野 巧
体育科指導では， 生涯にわたっ て運動に親 しむ資質や能力の基礎を育て る こ と を重視 し
ている。 そ こ で， 本研究では， 教師の言葉が けに着 目 して， I運動有能感」 を高める授業づ
く り について実践 と 検討を行っ たO その結果， I運動有能感」 を高め る ための教師の言葉が
け と して， ①学習の流れをつ く る 明確な指示②技のポイ ン ト を焦点化 した言葉が け③効果
的なフ ィ ー ド、パ ッ ク ④児童への積極的な言葉がけの 4 つの視点が有効であ る こ と が明 らか
になった。
[キー ワ ー ド] 運動有能感， 教師の言葉がけ， 小学校体育科， マ ッ ト 運動
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
中央教育審議会答申 (2008) では， 体育科・， 保
健体育科におけ る課題 と して 「運動す る 子 ど も と
そ う でない子 ど も の二極化J ， I運動への関心や 自
ら運動する意欲， 各種の運動の楽 し さ や喜び， そ
の基礎 と なる運動の技能や知識な ど， 生涯にわた
っ て運動に親 しむ資質や能力の育成が十分に図 ら
れていない例 も 見 られる こ と j 等が挙げられてい
る。 そ して， 平成 20 年改訂小朝交学習指導要領解
説体育編では， I生涯にわたっ て運動に親 しむ資質
や能力の基礎を育て る j こ と を重視 してい る。
生涯にわたっ て運動に親 しむためには， 運動に
対する 内発的動機づけを高め る 必要がある。 岡津
ら (1998) は， 内発的動機づけ と 運動に対する 自 信
を総合的に捉えた 「運動有能感」 と の関係を明 ら
かに し， 児童の 「運動有能感」 を高め る こ と で，
児童の運動に対する 内発的動機づけを高め る こ と
ができ る と 述べている。 「運動有能感」 と は， 運動
技術に対 する 自 信である 「身体的有能 さ の認知J ，
努力すればで、き る よ う に な る と い う 自 信で あ る
「統制感い ま わ り か ら受け入れ られてい る と い
う 自 信であ る 「受容感」 の 3 因子か ら な る も ので
あ る。
こ れ ら の こ と か ら ， 体育授業において児童の
「運動有能感J を高め る必要が あ る と 考え られる。
教師は， 児童がそれを高める こ と ができ る よ う に
積極的にかかわってい く 必要があ る。 ま た， 多 田
(1986) は， 運動学習にお け る教師の言葉の使い方
の重要性に触れてい る。 教師のかかわ り の中でも
242 
教師の言葉がけは特に重要な も の と 言え る。
(2) 研究の 目 的 と 方向性
本研究では， 教師の言葉が けに着 目 して， I身
体的有能 さ の認知J I統制感J I受容感」 か ら な る
「運動有能感」 を高め る授業づ く り の方法を検討
する。 本研究にお け る教師の言葉がけ と は， I児童
の運動学習場面 (練習やゲームの場面) における
教師の言語行為及び学習熟琶の把握やま と めの場
面での教師の言語的な働 き かけ (発聞や指示な
ど) J と する。
(3) 研究の方法
本研究では， 以下の 3 段階を設定 しアプロ ーチ
してい く 。
まず， 文献におけ る 先行研究の調査を通 して，
運動有能感を高め る 教師の言葉が けについて検討
する。
次に， 教師の言葉が け に着 目 した， 運動有能感
を高め る授業実践を行 う 。
最後に， ベテ ラ ン教員 A 教諭の実践 と の比較 ・
分析及び考察， 成果 と 課題の検討を行 う 。
2 先行研究の検討
(1) よい体育授業の条件
高橋 (2010) は， I現在の学習指導要領で設定 され
ている体育科の 目 標や内容をひ と まず受 け入れ，
こ れ ら が効果的に実現 さ れ， しかも授業を直接受
けた子 ど も たちか ら高 く 評価 された授業を 『よい
体育授業』 であるj と 述べている。
そ して， 高橋 (2010) は， よ い体育授業を実現す
る ための条件 と して， 基礎的条件 (周辺的条件)
と 内容的条件 (中心的条件) の 2 つを挙げている。
授業の基礎的条件 と は， 授業の 目 標や内容， 方
法についての考え方や形式にほ と ん ど関係な く ，
すべての授業に要求 される条件である。 具体的に
は， 以下の 3 つの条件が挙げられる。
①学習従事時間が確保 さ れている
②学習の規律が確立 している
@学習の雰囲気が 明 る く 肯定的な関わ り があ る
授業の内容的条件は， 基礎的条件のベースの上
に機能する。 具体的に は， 以下の 4 つの条件が挙
げ られる。
①学習 目 標がはっ き り してい る
②耕オ ・ 教具の工夫がみ られる
③学習方法のス タ イ ノレは多様であ る
④教師の指導性が明確である
高橋 (2010) は， 上記の④に関連 して， 教師行動を
行動の質 (言語的行動の質) に注 目 して分析 した
結果か ら， 子 ど もが評価する体育授業での教師行
動の特徴を 7 つ挙げている。 (表 1 )
表 1 . 教師行動の特徴
・ 説明場面での教師の言葉が鮮明で意味深く ， 子
ど も たちが傾聴する。
- 子 ど も たちの学習行動に対する観察が鋭く ， ま
と めの場面での評価の言葉が素晴 ら しい。
- 肯定的 ・ 矯正的フ ィ ー ドパ ッ ク に関わっ て有効
な指導言葉が適用 さ れている
- 樹イ解釈が深 く ， と く に運動技術や戦術の要点
を 明確に理解 している。
・ 技術的課題に対 して， 発問を投げかけ， 子 ど も
た ち に思考 さ せ3 解答 させる よ う なテ ク ニ ッ ク
を用いている。
- 言語に く わえた非言語的行動がや さ し く 暖か
し 10
- 能力の低い子 どもへの関わ り や指導が多 く ， 有
能感を も たせる努力 を払 っ てい る 。
運動有能感を高める授業 と は， よ い体育授業の
条件を満た した授業である と 考え られる。
(2) 運動有能感を高め る マ ッ ト運動の授業づ く り
小畑 ・ 岡津 ・ 石川 ・ 森本 (201 1) は， 小学校 6 年
生 「マ ッ ト運動」 の授業において運動有能感を高
め る授業実践を行っ ている。 その実践では， 指導
す る 技術を絞っ た こ と やデジタノレカ メ ラ に よ る視
覚的フ ィ ー ドパ ッ ク に よ っ て， 児童が努力する 内
容を具体化でき ， rチャ レンジ したいJ r努力 した
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いJ と い う 思いを高めた こ と が， r統制感」 の高ま
り に影響を及ぼ した と 考え られている。 ま た， r統
制感j を高め る 工夫に よ っ て， 少 しの上達で も認
知する こ と がで き ， r身体的有能 さ の認知」 に も肯
定的な影響を及ぼ したのではなし 、かと ある。
こ の実践の結果か ら， 教師の言葉がけを用いて，
児童の 「統制感」 を高め る ためには， 焦点化 され
た指導 と 効果的な フ ィ ー ド、パ ッ ク が大切であ る こ
と がわかる。 ま た ， r統制感」 を高めてい く こ と に
よ っ て， 児童の技能の向上を促進 し 「身体的有能
さ の認知」 も高める こ と ができ る と 言える。
(3) 効果的な フ ィ ー ドパ ッ ク
深見 (2006) は， フ ィ ー ドパ ッ ク の定義を 「子 ど
も の次の学習行動の改善 ・ 向上に向けて与え られ
る教師の言語的 ・ 非言語的行動J と し， 体育授業
におけ る 教師の効果的なフ ィ ー ド、バ ッ ク 行動に関
する研・究を行っ ている。 その研究では， 教師の効
果的なフ ィ ー ドバ ッ ク 行動に関 して， 次の よ う な
5 つの具体的な示唆が得 られている。 それは3 ①
子 ど も に と っ て 自 立的な運動学習時間を十分に確
保 し， その中で肯定的 ・ 矯正的フ ィ ー ドパ ッ ク (承
認 ・ 賞賛及び助言 ・ 課題提示) を積極的に与え る
こ と ②表現の しかたを工夫 して フ ィ ー ド、パ ッ ク を
与える こ と @子 ど も に 「役に立っ たJ と 受け と め
られる フ ィ ー ドパ ッ ク を与 え る こ と ④次の学習行
動に向けた具体的な課題提示を伴 う フ ィ ー ドパ ッ
ク を与え る こ と ⑤課題解決につなが り ， 適切で、意
味のあ る フ ィ ー ドバ ッ ク を与 え る こ と の 5 つであ
る。 そ して， それ ら に求め られる重要な条件 と し
て 「豊かな関わ り を生み出すための授業場面の設
定J r子 ど も の学習成果に大き な期待を寄せる教師
の愛情J r学習成果の実現につなが る 教師の専門
性」 の 3 つが挙げ られている。
(4) 教師か ら の言葉がけ と他者受容感
吉村 ・ 日 角 (2004) は， 体育授業において， 各場
面， 各個々 の特性に応 じ， う れ しい と 感 じ る言葉
を， まずは教師が数多 く 発する こ と が生徒の他者
受容感 ( 自 分が ま わ り の人か ら 受 け入れ られてい
る ， 認め られている と い う 気持ち) の獲得につなが
り ， それが内発的学習意欲の向上につながっ てい
く と 考え られる と 述べてい る。
こ れ ら の こ と か ら， 体育科において， 教師が積極
的に言葉がけを行っ てい く こ と で， 児童の 「受容
感j を高め る こ と ができ る と 考え られる。
3 実践と 結果 (明らかになったこと )
(1) 授業の概要
山形県内 B 小学校第 3 学年において， 若槻運動
(マ ッ ト 運動) の授業を行っ た。 全 9 時間扱いの
7 時間 目 である。
(2) 授業を行 う にあたっ て
児童の運動有能感 を 高 め る 教師の言葉が け と
して， 以下の 4 つを意識 した。
①児童の技の良い部分を伝える言葉が け
②技のポイ ン ト を焦点化 した言葉が け
③成長の度合いを伝え る 言葉がけ
④児童への積極的な言葉が け
(3) 授業の実際
【事例 1 ] T1 : 筆者
Tl : し W 、よ。 mし でも も っ と 絹麗にでき る な。
Tl : OK， 椅麗。
Tl : OK， 
Tl : お し。 締麗だな。
T1 : mも も っ と 締麗にでき る かな。
児童が 出席番号順に後転を行っ てい る 場面で
あ る。 児童に対 して 「 も っ と 締麗にする と 良い。 」
な ど抽象的な助言を してい る こ と がわかる。
【事例 2 ] T1 : 筆者
Tl : そ う 。 その時に， 脇を締め る イ メ ージでやっ
て ご ら ん。 1 田それ意識 してみて、 それでで
き なかっ た ら 、 ま た違 う ア ドバイ ス をす る か
ら 。
(Sl が筆者のア ドバイ ス を受けて， も う 1 度後転
に挑戦する。 )
T1  : そ う そ う そ う 。 さ っ き よ り 良い。
児童の技能を高 め る ために， 事例 2 では Sl に
対 して言葉が け を行っ た。 その結果， 児童の技能
の向上が見 られた。 し か し， Tl は 「 さ っ き よ り 良
いJ と 抽象的な言葉で しか成長の度合いを伝える
こ と ができ なかっ た。 S l の技能を さ ら に向上させ
る効果的なフ ィ ー ドパ ッ ク をする こ と がで き なか
っ た。
授業全体の結果 と して， 児童に対 して積極的に
言葉がけ を行っ て い く こ と はでき た。 しか し 指
示が児童に浸透 しないな ど， 授業の流れを悪 く す
る場面があ っ た。
(4) A 教諭の実践
閉 じ単元の 5 時間 自 に行われた実践である。
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【事例 3 】 T2 : A 教諭
T2 : でき る 人達は、 床 (マ ッ ト ) を見て る。 だか
ら 、 バラ ンス が取れる。
T2 : 床 (マ ッ ト ) を見る。
T2 : さ っ き の次の人か ら。
T2 : 床 (マ ッ ト ) を見る んだそ。
T2 : すぐあっ ち (マ ッ ト ではない方向) 向いた。
T2 : ずっ と こ こ (マ ッ ト ) 見て る んだぞ。
T2 : はい、 す ぐ あ っ ち (マ ッ ト ではない方向) 向
いたの分か る ?
T2 : そ う そ う そ う 。 床 (マ ッ ト ) を見て る。
T2 : す ぐあ っ ち (マ ッ ト ではない方向) 向いた。
A 教諭は， 技のポイ ン ト を焦点化 して， 児童に
浸透する ま で何度 も繰 り 返 し言葉が けを行ってい
る こ と がわかる。 その結果， 児童の技能の向上を
促 していた。 ま た， 児童に技のポイ ン ト が浸透 し
ている ため， 児童同士で教え合 う 姿も 見 られた。
【事例 4 】 T2 : A 教諭
T2 : ス ピー ドが大事。 後四 り はス ピー ドが命。
(児童がア ドバイ ス を意識 して， 後転をする。 )
T2 : 体を丸めな き ゃ駄 目 だぞ。 体を丸めなければ、
ス ピー ドがあ っ て も 回れない。
A 教諭は， 児童に対 して効果的な フ ィ ー ドパ ッ
ク を行っ ている場面が多 く 見 られた。 その結果，
児童の技能の向上が見 られた。
授業全体の結果 と しては， 前述 した 「 よ い体育
授業j の条件を多 く 満た した授業であ っ た。 筆者
の授業 と 比較 して， 指示が明確であ り ， 授業の流
れが良い と い う 違い も 見 られた。
4 考察
筆者の実践 と A 教諭の実践 と を比較する と ， 言
葉がけの違い と して， 以下の 3 つが挙げ られる。
①指示の明確さ
筆者 と A 教諭の授業では， 指示の明確さ に違い
が見 られた。 A 教諭の指示は， 体育館全体に しっ
か り と 響き わた る 声で， 児童に簡潔に伝え る こ と
ができ ている。 ま た， 前提 と して， 教師が授業全
体の流れを明確にイ メ ージする こ と ができ ていた
と い う こ と も大き な要因である。
②技のポイ ン ト が焦点化 された言葉が け
A 教諭は本時の授業で 1 番意識 してほ しい と 考
えてい る ポイ ン ト を繰 り 返 し児童に伝えていた。
ま た， 練習の際のポイ ン ト を明確に し， かっ児童
に浸透す る ま で強調 していた。
③効果的な フ ィ ー ドパ ッ ク
効果的な フ ィ ー ドパ ッ ク の条件を満た してい る
場面が A 教諭の方が多 く 見 られた。
言葉がけ を行ってし て 上で 「技のポイ ン ト が焦
点化 さ れた言葉がけJ r効果的な フ ィ ー ド、パ ッ ク 」
を意識する こ と に よ っ て， 児童の技能向上を促 し，
努力すればでき る よ う にな る と い う 自 信 ( 1統制
感J ) を高める こ と ができ る と 言える。 ま た， r統
制感」 を高める こ と に よ っ て， r身体的有能 さ の認
知」 も 高 め る こ と ができ る。
A 教諭の実践には， 技のポイ ン ト を焦点化する
こ と に よ っ て， 児童に技のポイ ン ト が浸透 し， 児
童同士で教え合 う と い う 場面が見 られた。 こ の こ
と か ら， r技のポイ ン ト が焦点化 さ れた言葉がけ」
を行っ てい く こ と で 「受容感j を高め る こ と がで
き る と 言える。 ま た， 積極的に児童に言葉が け を
行っ てい く こ と も 「受容感j を高め る こ と につな
が る と 考え られる。
児童に多 く の言葉がけ を行っ てい く ためには，
児童の学習従事時間を確保する必要が あ る。 その
た めには， 指示を明確に し， 準備や移動な どの時
間 を少な く する必要が あ る。 こ の こ と か ら ， 運動
有能感を高める授業づ く り において 「指示の明確
さ J と い う 視点 も重要であ る と 言える。
5 到達点 と 課題
(1) 到達点
先行研究及。寝業実践の分析か ら， 運動有能感
を高め る 教師の言葉が け と して， 以下の 4 つの視
点が重要であ る と い う こ と がわかっ た。
①学習の流れをつ く る 明確な指示
指示を明確にする こ と に よ っ て， 児童の学習従
事時間 を確保する。
②技のポイ ン ト が焦点化 さ れた言葉がけ
技のポイ ン ト を焦点化する こ と に よ って， 児童
の技能を向上させる と と も に， 児童同士の教え合
い を促進する。
③効果的な フ ィ ー ドバ ッ ク
次の学習行動の改善 ・ 向上に向けた言葉がけ を
効果的に行 う こ と で， 児童の技能を向上させる。
④児童への積極的な言葉がけ
前述の②及。。の視点を意識 した上で， 児童に
数多 く の言葉がけ を行 う 。
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①運動有能感の測定
今年度は， 児童の運動有抱惑の変化を測定する
こ と ができ なかった。 運動有能感を測定 し， その
結果に基づいた実践を行 う こ と で， 運動有能感を
高める教師の言葉がけについて客観的に分析 して
い く 必要がある。
②教師の全体的なはた ら き かけの分析
教師の言葉がけを分析する際に， 教師が どの よ
う な表情 ・ 身振 り で言葉を発 したのか等， 教師の
言葉がけ以外のはた ら き かけについて も分析 して
い く 必要がある。
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